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⑧③ ダ クス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) に お ける スズ ンプ : 


@ サウ ム す る 者 は 、 ス フー ルン (夜明け 前 に 摂 る 食事 ) を 摂る こと が スン ナ 
で す 。 ス フー ル に は 祝福 が あり 、 ナ ツメ ヤシ の 実 で る こと が よい と され て いま す 。 ま 
た 時 刻 は 遅 め に 扱 る こと が 勧め られ て いま す 。 ス フー ル の 祝福 の 1 つと し て 、 ム スリ ム 
が それ で も っ て アッ ラー へ の 服従 と アバ パー ダグ (上 拝 行為 ) に お いて 力強く ある こと 、 ま 
た 罪 の 赦し を を い が み ゥ デー (祈願 ) する べき 時 間 に 睡 眠 に 負け る こと な く 起 き て いら れ 
る こと 、 皆 と 共に ファ ジェ (夜明け 前 の 礼拝 ) を 礼拝 で きる こと 、 啓 典 の 民 の サウ ム 
の 手法 と 違っ た 手法 を と る こと な ど と いっ た こと が あり ます 。 

















夫 また プン ター シル (日 没 直 後 の サ ウム 解除 の 際 の 飲食 ) は 早め に 授 り 、 礼 
拝 前 に ナツ メ ヤ シ の 実 で サウ ム を 解く の が スン ナ で す 。 も し レナ ツメ ヤ シ の 実 が な けれ ば 
水 で 、 そ し て 水 さ えも な けれ ば 何で も よい か ら 合 法 的 な 飲食 物 で イフ ター ル を 摂り ます 。 
も し 何 も 口 に する 物 が な けれ ば 、 心 の 中 で イフ ター ル を 意図 する だ け に 留め ます 。 











@ サウ ム を する こと に より 体内 に 蓄積 し て ある 糖分 が 大 量 に 失わ れ 、 血 糖 
値 は 通常 より も 下がり 、 疲れ や だ る さ 、 め まい な どの 症状 が 現れ ます 。 こ の よう な 中 で 
ナツ メ ヤ シ の 実 の 反 は - アッ ラー の 思 し 万 し と 共に - サウ ム に よっ て 失わ れ た 糖分 
や 省力 を 取り 戻し て くれ る こと で し ょ 5。 








@ 07 みず る 者 代 イ ラク ー ル を 振 痢 うこ と は スン ナ で かす 。 そ うす る こと で 
イフ ター ル を 振舞 う 者 は 、 サ ウム し た 者 と 寸分 も 変わ り の な い 同 等 の 報奨 を 得る こと が 
出来 る の で す 。 


人 , サウ ム す る も の が イフ ター ル の 時 に 言う 事 : 


サウ ム す る 者 は イフ ター ル の 際 、 ズ アイク ( 念 唱 ) と が ヶ デ ズー (祈願 ) を 多く 唱え 、 
また それ を 日 に する 時 に アッ ラー の 御名 を 唱え る こと が スン ナ で す 。 そ し て 食べ 終わ っ た 
時 に は アッ ラー を 讃え 、 こ 2 言い ます : 「 喉 の 混 き は 癒さ れ 、 血 管 は 潤い 、 そ し て アッ ラー 
の 思 し 如 し な ら ば (サウ ム の ) 報奨 は 確定 し まし た 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 














、 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 
ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 

良知 吉 価 未 。 スナ ッッ ア プー ィ グ クー シード 90870、 サ セーブ) スナ シン デブ プー ッッ グ デル 
IN 066)。 





@ サウ ム す る 者 も し な い 者 も 、 ス ケア ジー ク # す る こと が スン ナ で す 。 日 中 の 
いつ で も 行う こと が 出来 ます 。 





に サウ ム す る 者 は 、 誰 か に 悪口 を 言わ れ た り 喧 嘩 を 仕掛 けら れ た り し た ら 、 
こう 言う 2 の が スン ナ で す : 「 私 は サウ ム 中 で す 。 私 は サウ ム 中 で す 。」 そ し て も し その 時 
立っ て し いた ら 、 座る よ 5 う 【 こし ます 。 





鈴 サウ ム す る 者 は ダケ クル ( 念 唱 ) や クル アー ン 読 府 、 気 前 よく する こと 、 
ダ タ (施し や 善行 ) 、 名 し い 者 へ の 慰安 や 罪 の 赦し を 刀 う こと 、 悔 悟 、 タ ハッ ジェ が だ 、 
親類 縁者 と の よき 関係 作り 、 病人 の 訪問 な どの 善行 を 努め て 多く する こと が スン ナ で す 。 


の ラマ ダー ン 月 の アシ ャ ネー ク ( 夜 の 礼拝 ) の 後に は 、 タ ラー ウ ァ ー ン ( ラ 
マダ ー ン 月 の 夜 の 特別 集団 礼拝 ) に 参加 する こと が スン ナ で す 。 タ ラー ウィ ー フ は グ ァ 
ム ノ ジ も 含め た 11 ラク ア 、 あ る い は 13 ラク ア が スン ナ で す が 、 そ れ 以 上 に 増やし て も 
問題 は あり ませ ん 。 そ し て イマ ー ム (礼拝 を 率い る 者 ) と 共に 最後 まで 礼拝 し た 者 は 
キア ー ス ・ デ ッ テ ラ アダ 多 ( 夜 の 任意 の 礼拝 ) の 報奨 を 得る こと が 出来 る で し ょ う 。 








夫 Am クル バー ジア た み /2 (タマ グーン 明け の 全 有 的 の 純 は 。 イ ンー ポ の 
集団 礼拝 に 出かけ る 前 に ナツ メ ヤ シ の 実 を 奇数 個 食 べ る こと が スン ナ で す 。 





@ サウ ム を し て いる 昼間 に 食事 に 招待 され た ら 、「 私 は サウ ム を し て いま 
す 」 と 言う の が スン ナ で す 。 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い 
まし た :「 サ ウム し て いる の に 食事 に 招待 され た 者 は 、 こ う 言 う の だ : “私 は サウ ム を し 
て いま す 。"」 (ムスリム の 伝承 








@ サウ ム を し て いた か 人 否 か を 問わ ず 、 誰 か に 食事 を ご 騙 走 に な っ た ら 、 こ 
う 言 う の が スン ナ で す :「 あ な た 方 の も と で サウ ム を する 者 た ちら が サ ウム を 解き 、 正 





3 
4 


訳者 注 : 歯磨 き 用 に 用 いる 、 あ る 特定 の 種類 の 小枝 の こと 。 
訳者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 。 普通 は 一 旦 寝 た 後 に 、 そ の た め に 深夜 に 起き 上 が っ て 





する 礼拝 の こと を 言い ます 。 一 方 キャ ー ム ・ ア ッ ニ テラ イル (夜中 に する 任意 の サラ ー) は 
も っ と 広い 意味 で 用 いら れ 、 夜 全般 に 渡っ て 行わ れる 任意 の 礼拝 全て を 指し ます 。 


5 








訳者 注 :「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム アッ 


カ ダ (義務 で は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。「 ク 


6 


ヌー ト 」 は 、 そ の 最後 の ラク ア の ルク ーッ (お 辞 儀 の 形 の 礼 ) 前 か 後に 行わ れる ドッ ゥ アー 
(祈願 )。 


サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1150)。 


し く よ き 人 々 が あな た 方 の 食べ 物 を 食べ 、 天 使 た ちら が あな た 方 に 対し アッ ラー の 落 
女 い ます よう に 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ? 


@ ラマ ダー ン 月 の ウス テラ ( 小 巡 礼 ) は スン ナ で す 。 預言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た :「・・・ ラ マダ ー ン 月 の ウム ラ は ハッ ジ (大 
館 礼 )、 あ る い は 私 と 共に する ハッ ジ (の 報奨 ) に 相当 する 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 ? 





@ ラマ ダー ン 月 最後 の 夜 に ウム ラ の た め の ア ラース 29 に 入っ た も の の 、 イ 
ー ド の 日 の 夜 に な る まで ウム ラ の 諸 行 を 始め られ な か っ た 者 は 、 ラ マダ ー ン 月 内 に ウム 
ラ を し た と 見 な され ます 。 と いう の も 考慮 され る の は 、 行 為 の 開始 時 間 で ある か ら で す 。 





@ NE 様々 な イ バ ー ダ ( 祭 拝 行為 ) で も っ て 努 
力 し 、 和 夜通し 家族 を 起こ し て お く こ と が スン ナ で す 。 


@ ラプ テム ・ シ レシ テア タ が ゥ "の 和徳 : 


ラブ ラム ・ ア アルテ アタ が ゥ は その 年 の 全て の 物事 が 公正 に 決定 され 、 生 きる た め の 栖 
や 寿命 や その 年 の 様々 な 出来 事 な ど が 定め られ る 、 非 常に 意義 深い 1 晩 の こと で す 。 

ラブ ラム ・ ア ルー テア が クル は ラマ ダー ン 月 の 最後 の 10 日 間 の ウ ァ ム / グ ! の 中 で 求め ら 
れ ま す が 、 最 も その 確率 の 高い も の は 27 日 の 夜 と 言わ れ て いま す 。 








@ ププ ム ・ ア シル テア が ゥ ァ ル の 特徴 : 





7 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3854) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ 
ー ド (3263)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1747)、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1418)。 
来 剖 は ゲ ジ ー ュ ター ウツ ウード の も の 。 
りー た 選 ュ ーー プ ィ デル 三 プ ハー リー 863) 、 サザ セー アッ ・ ム ス び サム (286)。 誠 間 ぼ ぶ ス サバ の 
50。 

訳者 注 : 巡 礼 の 際 の 特別 な 状態 の こと 。 普 段 は 合法 的 な か いく つか の 行為 が 禁じ られ ます 。 
"訳者 注 :・「 ラ イラ ト ・ ア ル テ カ ドッ ゥ ル 」 は ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 の 内 の どれ か 、 あ 
る い は 最後 の 7 日 間 の どれ か で ある な ど と いう 伝承 が あり 、 諾 説 あ り ま す 。 ア ッ ラ ー は こ 
の 夜 、 ア ッ テ ラ ウフ ・ ア ル テ マ ハフ ー ズ ( 護 ら れ た 碑 板 ) か ら 向 こう 1 年 分 の 諸事 を お 望 
み の ま ま に 定 め ら れ ま す が 、 六 言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) に 
クル アー ン を 啓示 され る べく 、 そ れ を アッ テラ ウフ ・ ア ル テ マ ハフ ー ズ か ら 天 の 最 下層 に 
まで 下さ れ た の が この 夜 の こと で し た 。 こ の 和 夜 は 天 を 昇り 降り する 天使 で 世界 中 が 満た さ 
52 本 われ ます 。 ク ルアー ン 97 章 参 照 の こと 。 

訳者 注 :「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム ア 
ッ カ ダグ (義務 で は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。 
「 ク ヌー ト 」 は 、 そ の 最後 の ラク ア の ルク ーッ (お 辞 儀 の 形 の 礼 ) 前 か 後に 行わ れる ドゥ 
アー (祈願 )。 



































ラブ ラム ・ ア ルル テア み が レッ ル は (そこ に お いて 得 ら れる 報 胡 に お いて ) 1000 の 月 、 つ ま 
りお お よそ 83 年 と 4 ヶ月 と いう 長期 間 に も 優 り 、 そ の 晩 は 徹夜 し て 正しい 伝承 で 伝え られ 
る が ゥ デー (祈願 ) の 言葉 を 多く 唱え る こと が 和 勧め られ て いま す 。 








1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は それ ( ク 
ルアー ン ) を ジア ジム ・ ル シテ アタ が ラル だ た し を 。 そ と て ジグ アグ ム 人 ・ ア シテ アタ が ルル と は 
何 か ?5 ラジ プ ラム ・ レ シテ アタ が ヶ ル と は 、1000 の 月 に も 優る も の 。( そ の 夜 ) 天使 た も ちと ジブ プ 
リー ル は その 主 の お 許し と 共に 、( そ の 年 に アッ ラー が お 定め に な っ た ) 全て の 諸事 の た め 
降臨 する 。 そ の 夜 は 購 ま で 、( い か な る こと か ら ゃ ) 平安 な の で ある 。 思 (クル アー ン 97 : 
1 一 5) 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 役 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“ ラ アラ ム ・ ア ルレ テア が ラル を プー マー 
ン と 報奨 へ の 望み を も っ て ダラ ジー (礼拝 ) する 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 罪 を 赦 さ れる で あ 
の の 。 (アル ラグ か るー と お スリ ルム の 信 承 9 











3 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま し た : 「 私 は こ う 言 いま し た :“ ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) よ 、 教 えて 下さ い 。 も し ラプ ブラム ・ 
アル テア が み ラル が どの 日 で ある か 知る こと が 出来 た な ら 、 そ の 晩 私 は 何 を 唱え る べき で し 
ょ うか ?” (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : “こう 言う の だ :「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 罪 を 
帳消し に な され る 、 寛 大 な お 方 。 あ な た は 罪 を 免除 され る こと を 愛 で ら れる お 方 。 ゆ え に 
私 の 罪 を 帳消し に し て 下さ い 。」"」( ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 








ルー デー リク ツア 錠 ダグ ダ カ ー ツ リー 00900、 が セー クタ ュ ムリ 人 660)。 妥 事 は アル テハ 
ー リ ー の も の 。 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ティル ミズ イー (3513)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ 
ルミ メイ ー (2789、 スナ シィ イブ ンド マー ジャ 「(8850)。 サビ モー ク *・ ス ナジ シェ イプ ンマ 
ー ジ ャ (3105)。 文章 は アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 


